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HL7 FHIR DevDaysとは
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• HL7 International と Firely（オランダの会社）が主催する、世界
最大の FHIR イベント。

• 基調講演、チュートリアル、事例紹介、ネットワーキングイベント等で構
成。

• 対面、バーチャル、またはその両方の形式の組み合わせで開催。

• 直近では、2024年6月に、米国ミネアポリスで、対面形式で4日間、
開催。年に1回、米国またはオランダで開催。

• 2024年6月のDevDaysは、21ヶ国から計355名が参加。日本企業
からもFHIR活用事例の紹介を行った。



HL7 FHIR DevDaysとは
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2024年6月のHL7 FHIR DevDaysは、McNamara Alumni 
Center で開催された。



HL7 FHIR DevDaysとは
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5部屋で分かれて各セッションが同時進行で開催。



HL7 FHIR DevDaysとは
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• 参加料は、HL7メンバー、かつ早期割引で申し込んだ場合、約2,000
ドル。



HL7 FHIR DevDaysとは
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https://www.devdays.com/devdays-edition-2024/ より



HL7 FHIR DevDaysとは
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https://www.devdays.com/devdays-edition-2024/ より



DevDaysのセッション
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• Beginner Tutorial

• Introduction to FHIR

• Introduction to FHIR Modeling

• Introduction to FHIR Messages and FHIR Documents

• Introduction to FHIR Search

• Questionnaires and Structured Data Capture

• Introduction to SNOMED with FHIR

• SMART App Launch Overview

• Order Management Workflow

• Advanced Tutorial

• Leveraging FHIR - User's Guide

• Code Generation for Implementation Guides

チュートリアルは、ビギ
ナー向け、経験者向け

がある



DevDaysのセッション
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• Community Talk

• FHIR with Friends: How HL7 International fosters an 
open community advancing FHIR as a global good

• Update on FHIR Implementation Division Programs

• Lessons Learned from Representing Clinically 
Relevant Medication Knowledge in Finland

• Composition or Questionnaire - Which to Use When

• FHIR's Digitization Triangle in Germany, Fullfilling the 
Third Part with ePA-restart and ePrescription Sync

• HL7 FHIR Implementation for Singapore Healthier SG 
National Programme

• An Implementation Guide for Cross-Platform PHR 
Utilization in Japan

FHIR実装事例



DevDaysのセッション
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• Social

• Welcome Reception

• Food & Drinks | American Grill Out

• Early Morning DevDays Run and Hike

• Social Event at Mill City Museum

• Keynote

• Plenary Session | FHIRing up Artificial Intelligence

ミシシッピ川沿いを走る
5kmのランニング or 
ウォーキング

Mill City博物館見学、
ディナー



Whova でイベント管理
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参加者は、Attendees メニューで確認



Whova でイベント管理
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セッション一覧は、Full Agenda メニューに掲載



Whova でイベント管理
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自分が参加するセッションは、My Agenda メニューに登録しておく



Whova でイベント管理
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My Agenda に
101名が登録

イベント終了後、レコー
ディングを参照可能

プレゼン資料は、事前
にダウンロードできる



Whova でイベント管理
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イベント終了後、レコー
ディングを参照可能



Whova でイベント管理
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イベント終了後、レコー
ディングを参照可能



Whova でイベント管理
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プレゼン資料は、Documents メニューから一括ダウンロード可能



Whova でイベント管理
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photos メニューで、参加者が撮った写真をアップし、共有可能



Whova でイベント管理
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イベント終了後、半年後にYoutubeでコンテンツが公開されるので、イベン
トに参加していなくても内容を見ることができる。2024年のコンテンツは、
12/6から公開予定。



Whova でイベント管理
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過去のイベントも、Youtubeでコンテンツ公開中。



参加することのメリット
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1. FHIRの最新情報が得られる：FHIRは、医療情報交換のための新しい標準として、
世界中で注目されている。FHIRに関する最新の情報や動向を得ることができる。

2. 専門家との交流：FHIR DevDaysには、FHIRの専門家や開発者による講演や
ワークショップが多数用意されている。また、参加者同士で情報交換やネットワークを
築くこともできる。

3. ハンズオン：FHIR DevDaysでは、FHIRを活用したアプリケーション開発を体験で
きるハンズオンが提供される。実際に手を動かして開発を体験することで、FHIRの理
解を深めることができる。

4. FHIRの実装事例を知ることができる：FHIRを活用したアプリケーション開発事例や、
医療現場におけるFHIRの導入事例を学ぶことができる。

5. FHIRの将来展望がわかる：FHIRの開発元であるHL7 Internationalからは、
FHIRの将来展望やロードマップについて発表される。FHIRの将来の方向性や、業
界動向を把握することができる。



2025年のDevDays
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2025年は、6/3（火）- 6/6（金）に、オランダ、アムステルダムで開催
予定



ご静聴ありがとうございました
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